
 

 

 

 

                  

 

令和７年度 旭川市立忠和小学校 学校だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４号 

 

令和７年７月２３日 

校長 南山 夕子   

 

73日間の１学期が終わり、子どもたちが心待ちにしていた夏休みが始まります。入学式・始業

式から約４ヶ月、私たちは子どもたちの成長を日々見守ってきました。「もっとできるはず」と願

うこともありますが、長い視点で見れば、子どもたちは確実に、そして大きく成長しています。

日々の学習や行事への真剣な取り組みを通して、集中力や集団生活におけるルール、協調性をしっ

かりと身につけてきました。一人ひとりが学年に応じた成長を見せてくれていることに、心から喜

びを感じています。1学期の終わりに、ぜひご家庭でも子どもたちの頑張りについて語り合ってい

ただけると幸いです。 

新しい発見と休息の時間 
さて、いよいよ夏休みです！この期間は、子どもたちが新しい体験に挑戦できる絶好の機会で

す。特別なことである必要はありません。夏休みだからこそ、家族とこれまでやったことのないこ

とに挑戦したり、友達と思いきり遊んだり、自分の興味を深く掘り下げたりする時間が生まれま

す。この夏に新たな「好き」を発見することもあるかもしれませんね。 

 

デジタルデトックスで脳を休ませよう 
そして、「休み」ですから、心身ともにしっかりと休むことも大切です。今の子どもたちは、昔

よりも多くの情報に日常的に触れています。学校生活や学習から少し離れてリラックスし、日頃の

疲れをいやす時間をもちましょう。大人も子どもも、インターネットやスマートフォンに向き合う

時間が長くなり、体は休めても脳が休めていないと感じることもあるかと思います。１日のうち少

しでもよいので、親子でデジタル機器から離れる時間をつくり、脳に休息を与えることで「不必要

な疲れ」を取り除いてみることをお勧めします。リラックスしすぎるのではと心配になるかもしれ

ませんが、２学期が始まれば、またチャイムに合わせて学びに取り組む日々が戻ってきます。心も

体も整えて、充実した状態で２学期を迎えられるよう、笑顔いっぱいの夏休みを過ごしてほしいと

願っています。 

 

地域とのつながりに感謝 
最後に、１学期間、保護者の皆様、そして地域の皆様に温かく支えていただいたおかげで、子ど

もたちは皆、笑顔で学校生活を送ることができました。心より感謝申し上げます。夏休み中は、子

どもたちが地域の行事などを通して、皆様と触れ合う機会も増えると思います。温かく、時には厳

しさをもって声をかけていただけると幸いです。引き続き、ご理解とご協力をお願いいたします。 

１学期のご支援、誠にありがとうございました！ 

 

 

 

 

笑顔あふれる夏休みを 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

                                          

                             

 

 

 

※８月１２日（火）～１５日（金） 学校閉庁日 

２６日（火） 2 学期始業式、交通安全指導 

２７日（水） ダミー実験教室、交通安全指導 

       スクールカウンセラー来校日 

           PTA 窓ふき 

２８日（木） クラブ④、クリーンデイ(1,3,6 年) 

２９日（金） ミュージカル鑑賞教室（６年） 

       クリーンデイ(2,4,5 年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
土日、祝日などのお休みで病気や

けがをした際に、緊急に連絡が取り

たい場合は、忠和小緊急連絡フォー

ムを活用ください。 

小樽、札幌、北広島方面に修学旅行に行ってきました。 

1日目はおたる水族館や小樽散策などで、班ごとに自主研修

を行い、施設を見学したりショーを楽しんだりして、楽しい時

間を過ごしました。ホテルでは仲間と絆を深めながら、プール

や温泉を楽しみ、宿泊を満喫しました。 

2 日目は F ビレッジボールパークや札幌市青少年科学館を

訪れ、施設内を歩きながらさまざまな場所を見学し、驚きと感

動を味わいました。多くの体験や見学を通じて、子どもたちに

とって最高の思い出となった 2日間でした。 

7月の参観日には、修学旅行での学びを発表しました。 バス・小樽自主研修での一コマ 

反復横跳びを実施している様子 

 

 

児童会の三役主催で、低学年（1・2年生）、中学年（3・

4年生）、高学年（5・6年生）に分かれて、昼休みに体育

館で先生たちをより理解してもらうための○×クイズを

行いました。事前に先生たちのレアな個人情報を聞き出

し、それを問題として子どもたちに答えてもらう取組をし

ました。体育館は暑い中でしたが、参加者たちは盛り上が

り、先生たちとの距離感が近くなる活動となりました。 

今年度は全学年を対象に、6月中旬から 7月中旬までの間

に新体力テストを実施しました。1～3年生の測定の際には、

ＰＴＡのサポーターを募り、多くの方にご参加いただきまし

た。回数を数えたり、運営をサポートしていただいたりした

おかげで、無事に実施することができました。今年度はスポ

ーツ庁の指示もあり、1学期中にテストを終わらせる必要が

ありました。また、１～3年生の保護者の皆様には、グーグ

ルフォームでのアンケート実施にも迅速に対応していただ

き、感謝申し上げます。今回のデータや傾向を 2学期に保護

者の方と共有し、忠和小の体力向上につなげていきます。 

先
生
を
紹
介
す
る
様
子 

 5月には小中連携の研修会、7月には幼保小連携会

議および忠和学校運営協議会を開催し、連携を図っ

ています。これにより、忠和地区の子どもたちに対

する協力体制を推進しています。課題を共有するこ

とで、共通理解をもった指導につながると考えてい

ます。 


